
「とっとり防災フェスタ２０２２」合同防災訓練の概要 

■訓練概要 台風により大規模な水害が発生したことを想定し、関係機関が連携して行う救助訓練 

■各訓練の概要（予定） 

13:15～14:45 

現地調整本部 

運営訓練 

■関係機関が連携して情報収集・共有及び活動調整等に当たる訓練です。 

■複数機関の航空機の活動調整のため、県による航空運用調整班を設置します。 

■現場活動機関で撮影された映像は、現地調整本部内のモニターで共有します。 

（ヘリテレ映像、ドローン映像） 

■参加機関：警察、管区警察局鳥取県情報通信部、中部消防局、湯梨浜消防署、 

倉吉消防署、陸上自衛隊第８普通科連隊、境海上保安部、日本赤十字社鳥取県支部、

鳥取県、湯梨浜町、消防団 

13:15～14:45 

救護所の設営、 

医療救護訓練 

■日赤鳥取県支部救護班による救護所での応急医療及び搬送先の調整訓練です。 

■救助訓練で救助された要救助者を消防団で救護所に搬送し、現場処置後、消防の

救急車で病院へ搬送するまでの一連の活動を行います。 

■参加機関：日本赤十字社鳥取県支部、中部消防局、湯梨浜町消防団 

13:15～14:45 

土のう作成、 

土のう積み訓練 

■東伯郡消防連合演習として、４町の消防団が土のう作成、土のう積みを行います。 

■参加機関：三朝町消防団、湯梨浜町消防団、琴浦町消防団、北栄町消防団 

（指導：陸上自衛隊第８普通科連隊） 

13:15～13:30 

ヘリによる上空

からの情報収集

訓練 

■警察ヘリ「さきゅう号」による上空からの被害情報の収集訓練です。 

■情報収集の結果、複数の要救助者が発見されたとして、救助活動に移行します。 

■参加機関：警察（航空隊）、管区警察局鳥取県情報通信部 

13:15～13:30 

水中漂流者救助

訓練① 

■警察ヘリ「さきゅう」号、消防、消防団の連携による水中漂流者の救助訓練です。 

■警察ヘリが救命浮具を投下後、消防が高機能救命ボートで救助します。 

■参加機関：警察（航空隊）、倉吉消防署、湯梨浜消防署、湯梨浜町消防団 

13:30～13:45 

水中漂流者救助

訓練② 

■海保ヘリ「みほづる」号による水中漂流者に対する救助訓練です。 

■ヘリから救助隊員がホイスト装置で水面まで降下後、要救助者をつり上げて機内

に収容し、ヘリで直接病院に搬送（想定）します。 

■参加機関：境海上保安部、美保航空基地 

13:45～14:00 

水中漂流者救助

訓練③ 

■警察が保有する救命索発射器による水中漂流者に対する救助訓練です。 

■救助隊員が陸上から救命索発射器で発射した救命索（ロープ）に水中の要救助者

をつかまらせ、警察と消防団で救命索を引いて救助します。 

■参加機関：警察（機動隊）、湯梨浜町消防団 

ドローンによる

上空からの情報

収集訓練 

■中部消防局が保有するドローンによる上空からの情報収集訓練です。 

■ドローンで撮影した映像は、現地調整本部内のモニターで共有します。 

■参加機関：中部消防局 

14:00～14:20 

水上孤立者救助

訓練 

■警察、消防、消防団の連携による水上孤立者に対する救助訓練です。 

■浅津橋（あそづばし）下で、浮流物上に取り残されている要救助者を発見し、 

消防は救助隊がロープで降下して様態確認及び応急手当等に当たり、警察は 

橋上に「はしごクレーン」（はしごとロープを活用した低所からの救助手法）を 

設置して警察、消防、消防団が連携して要救助者を橋上に引き上げて救助します。 

■救助後は、中部消防局保有の「水陸両用バギー」で救護所に搬送します。 

■参加機関：警察（機動隊）、中部消防局、湯梨浜消防署、湯梨浜町消防団 

14:20～14:45 

複数孤立者救助

訓練 

■警察、消防、消防団の連携による複数孤立者に対する救助訓練です。 

■対岸に取り残されている孤立者を警察の救命ボートと消防の高機能救命ボート

で救助します。（複数回往復して、車いす利用者を含む複数名を救助） 

■参加機関：警察（倉吉警察署）、倉吉消防署、湯梨浜消防署、湯梨浜町消防団 

※湯梨浜少年消防クラブが要救助者として協力予定 

●この訓練は、「湯梨浜町総合防災訓練」及び「東伯郡消防連合演習」との同時開催として、湯梨浜町の

住民の方及び東伯郡４町の消防団員の方とともに訓練を行います。 

●場内で警察、消防、陸上自衛隊第８普通科連隊、中国電力株式会社による特殊車両の展示も行います。 


